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今
年
も
師
走
に
な
り
ま
し
た
。 

一
年
を
振
返
り
、
新
し
い
年
を
迎
え
る

準
備
の
一
か
月
で
す
。 

今
年
は
、
健
生
会
の
更
な
る
飛
躍
を
期

し
て
、
保
坂
前
会
長
が
提
唱
し
た
「
健

生
会
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
（
再
生
）」
が
始
動

し
た
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。 

人
生
１
０
０
年
時
代
に
、
会
員
の
皆
さ

ん
が
生
き
甲
斐
を
持
っ
て
健
や
か
に
生

き
る
（
＝
健
生
）
こ
と
、
健
生
会
の
掲

げ
る
目
標
で
す
。 

さ
て
、
私
は
肉
体
的
な
健
康
よ
り
も
大

事
な
こ
と
は
、
健
康
を
感
じ
る
心
「
健

康
感
」
だ
と
思
い
ま
す
。 

毎
日
の
生
活
に
喜
び
を
感
じ
、
生
き
甲

斐
を
実
感
す
る
こ
と
で
す
。 

一
病
息
災
の
言
葉
通
り
、
全
く
の
健

kou 

       

康
な
人
よ
り
も
少
し
持
病
が
あ
る
人
の

方
が
健
康
に
気
配
り
し
、病
気
を
労
り
、 

病
気
と
共
生
し
て
長
生
き
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

私
の
健
康
感
を
大
切
に
生
き
る
心
得
を

振
返
り
ま
す
。 

★
「
生
活
リ
ズ
ム
を
大
切
に
生
き
る
」 

「
一
日
一
生
」
と
言
う
教
え
が
あ
り
ま

す
。
朝
、
目
覚
め
て
キ
ッ
ク
オ
フ
、
夜
、

寝
て
ノ
ー
サ
イ
ド
、
一
日
が
一
試
合
。 

毎
朝
、
両
親
や
亡
き
兄
姉
の
遺
影
に
お

線
香
を
供
え
手
を
合
わ
せ
て
、
昨
日
の

無
事
に
感
謝
し
、
今
日
の
安
寧
を
願
い

ま
す
。
そ
し
て
、
昨
日
の
一
日
の
出
来

事
を
日
記
に
書
き
留
め
、
体
温
・
血
圧
・

体
重
の
計
測
を
し
て
一
日
が
ス
タ
ー
ト

で
す
。 

「
時
は
流
れ
な
い
、時
は
積
み
重
な
る
」

証
と
し
て
綺
麗
に
年
輪
を
刻
む
様
に
、

人
間
も
一
年
一
年
を
積
み
重
ね
た
い
も

の
で
す
。「
年
を
重
ね
る
こ
と
は
、
若
さ

を
重
ね
る
こ
と
」、こ
れ
か
ら
の
人
生
を 

重
ね
。 

       

考
え
る
と
「
今
日
が
人
生
で
一
番
若
い

日
」
だ
と
自
覚
す
る
こ
と
で
す
。 

★
「
笑
顔
を
大
切
に
生
き
る
」 

笑
顔
は
神
様
が
人
間
に
下
さ
っ
た
最
高

の
素
敵
な
贈
物
で
す
。 

「
一
笑
一
若
、
一
怒
一
老
」、
一
つ
笑
え

ば
一
つ
若
く
な
り
、
一
つ
怒
れ
ば
一
つ

老
い
る
、笑
い
は
若
返
り
の
薬「
笑
薬
」

で
す
。
以
前
、「
楽
し
い
か
ら
笑
う
の
で

は
な
く
、
笑
う
か
ら
楽
し
い
の
だ
。」
と

渡
邊
一
雄
顧
問
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。 

★
「
自
然
を
大
切
に
生
き
る
」 

四
季
折
々
の
季
節
感
を
大
事
に
、
自
然

と
言
う
大
い
な
る
も
の
に
抱
か
れ
て
人

は
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。 

私
も
農
作
業
を
通
じ
て
自
然
と
接
し
、

野
菜
を
育
て
収
穫
す
る
喜
び
を
噛
み
し

め
て
い
ま
す
。 

「
楽
し
み
は
朝
起
き
出
で
て
昨
日
ま
で

無
か
り
し
花
の
咲
け
る
見
る
時
」、季
節

の
草
花
を
大
事
に
愛
で
て
い
ま
す
。 

 

★
「
利
他
の
心
を
持
っ
て
生
き
る
」 

人
生
二
毛
作
、
会
社
生
活
を
卒
業
し
地

域
福
祉
活
動
の
講
義
を
受
け
、
利
他
の

心
を
学
び
ま
し
た
。 

利
他
と
は
、
自
分
の
こ
と
よ
り
も
他
人

の
幸
せ
を
願
う
心
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
に
通
じ
ま
す
。 

人
に
頼
り
に
さ
れ
る
喜
び
を
自
分
の
喜

び
と
感
じ
る
こ
と
を
大
切
に
し
、「
人
は

人
の
た
め
に
生
き
て
こ
そ
人
と
申
す
」、

こ
ん
な
言
葉
に
も
出
会
い
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
毎
日
の
生
活
リ
ズ
ム
を

大
切
に
、
笑
顔
を
人
生
の
友
と
し
、
自

然
か
ら
感
動
を
貰
い
、
人
に
頼
ら
れ
る

喜
び
を
栄
養
に
、
長
寿
人
生
を
一
日
一

日
ゆ
っ
く
り
と
歩
み
た
い
も
の
で
す
。 

会
員
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
健
生

会
の
諸
活
動
を
通
じ
て
健
康
感
を
大
切

に
し
て
長
寿
人
生
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。
来
年
の
干
支
の
卯
年
は
、
静
か
で

落
着
い
た
生
活
を
好
む
争
い
の
無
い
平

和
な
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

来
年
こ
そ
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
感
染
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
終
息
を
心
か
ら
願

う
ば
か
り
で
す
。 
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● 

健
康
だ
よ
り 

練
馬
区
立
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
豊
玉 

 
 
 
 

看
護
師 

尾
崎 

幹
子 

 「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
」 

 

「
私
た
ち
は
食
べ
な
け
れ
ば
生
き

て
い
け
な
い
。」当
た
り
前
の
こ
と
で
す

が
、
本
来
持
っ
て
い
る
人
間
の
機
能
維

持
に
は
、「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
」
を

す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

現
代
社
会
の
食
生
活
は
、
五
大
栄
養

素
の
う
ち
炭
水
化
物
・
タ
ン
パ
ク
質
・

脂
肪
が
摂
取
過
剰
に
、
他
方
で
は
ビ
タ

ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
が
不
足
気
味
と
い
う

偏
っ
た
傾
向
に
な
り
が
ち
で
す 

そ
こ
で
今
回
は
、
不
足
が
ち
な
ミ
ネ

ラ
ル
機
能
を
知
っ
て
「
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
」
の
理
解
を
深
め
た
い
と
思
い

ま
す
。 

１
．
ミ
ネ
ラ
ル 

➀
厚
生
労
働
省
は
、
一
六
種
類
の
ミ
ネ

ラ
ル
を
必
須
ミ
ネ
ラ
ル
に
指
定
。
内
摂

取
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
十
三

種
類
で
す
。 

②
ミ
ネ
ラ
ル
は
、
体
内
で
は
作
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
日
々
の
食
事
か
ら

摂
取
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
不
足
し

た
り
過
剰
摂
取
は
、
体
に
不
調
を
き
た

す
こ
と
が
あ
る
た
め
、
偏
り
な
く
摂
取

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

２
．
ミ
ネ
ラ
ル
と
酵
素 

食
べ
た
も
の
は
、
す
ぐ
に
働
く
の
で
は

な
く
酵
素
が
働
い
て
分
解
さ
れ
、
血
液

や
筋
肉
・
骨
・
歯
・
ホ
ル
モ
ン
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
酵
素
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
摂
ら
な
い

と
円
滑
に
働
け
ま
せ
ん
。 

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
食
生
活
は
酵
素

の
働
き
を
鈍
ら
せ
、
様
々
な
病
気
に
対

し
十
分
な
抵
抗
力
を
発
揮
で
き
な
い
た

め
、
そ
の
結
果
病
気
を
抱
え
込
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

３
．
ミ
ネ
ラ
ル
の
種
類
と
主
な
働
き 

表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。（
厚
生
労
働
省

ｅ
❘
ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト
） 

４
．
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事 

各
食
品
に
含
ま
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
が
、
体

の
機
能
維
持
に
関
与
し
て
い
る
。
ゆ
え

に
健
康
の
た
め
に
は
必
須
ミ
ネ
ラ
ル
を

偏
る
こ
と
な
く
摂
取
す
る
こ
と
が
「
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
す
ね
。
ど
の
食
品
を
取
り
入

れ
る
と
よ
い
か
、
現
在
の
食
習
慣
の
見

直
し
の
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

（
良
い
食
品
も
過
剰
は
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、偏
ら
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。）

ミ
ネ
ラ
ル
は
、
ビ
タ
ミ
ン
と
と
も
に 

生
体
の
機
能（
自
然
治
癒
力
、免
疫
力
、 

 

ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
）
を
維
持
す
る
必
要

不
可
欠
な
栄
養
素
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
三
大 

栄
養
素
を
含
む
「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食 

                          

事
」
こ
そ
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
自
身

の
こ
と
と
し
て
見
直
す
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
。 

                         

歩
こ
う
会
報
告 

 
 
 
 
 
 

土
橋
昌
子 

ミネラル 主なはたらき 多く含む主な食品 

ナトリウム 体の水分バランス、細胞内外の浸透圧の調整 食塩 

カリウム 細胞内外の浸透圧の調整、神経伝達、筋肉収縮 いも類、野菜類、果実類 

カルシウム 骨の形成、骨や歯の材料 魚介類、大豆製品、乳類 

マグネシウム 体内の代謝に関与、骨の健康維持 豆類、ナッツ類、魚介類 

リン エネルギーや脂質の代謝に関与 穀類、豆類、魚介類、卵類 

鉄 ヘモグロビンとして酸素の運搬などに関与 あさり、のり、青菜、赤身肉 

亜鉛 細胞の成長や分化に関与 牡蠣、穀類、ナッツ類、肉類 

銅 たんぱく質と結合し多くの代謝に関与 レバー、豆類、ナッツ類 

マンガン 酵素の活性化に関与 穀類、ナッツ類 

ヨウ素 甲状腺ホルモンの材料 海藻類、魚介類 

セレン 抗酸化反応に関与 魚介類、肉類 

クロム 糖質やコレステロールの代謝に関与 大豆製品、海藻類、魚介類 

モリブデン 腎臓や肝臓ではたらく酵素の材料 レバー、穀類、豆類、ナッツ類 

 

 

https://azukichi.net/season/autumn/autumn0078.html
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● 

歩
こ
う
会
報
告 

 
 

土
橋
昌
子 

１
０
月
１
３
日
、
９
時
３
０
分
大
江
戸

線
練
馬
駅
を
６
人
で
出
発
、
現
地
で
高

田
さ
ん
と
合
流
し
７
人
の
参
加
で
し
た
。 

今
回
は
「
歩
こ
う
会
」、「
シ
ネ
マ
ク
ラ

ブ
」
と
合
同
で
「
国
立
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ
」

に
、
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
こ
は
日
本
で
唯
一
の
国
立
映
画
専
門

機
関
で
す
。企
画
展
、常
設
展
が
あ
り
、

常
設
展
で
は
「
日
本
映
画
の
歴
史
」、
企

画
展
で
は
２
つ
あ
り
、「
東
宝
９
０
年
、

モ
ダ
ン
と
革
新
の
映
画
史
」、「
脚
本
家

黒
澤
明
」、
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

映
画
監
督
黒
澤
明
は
、
幾
多
の
名
脚
本

家
に
支
え
ら
れ
て
次
々
と
傑
作
映
画
を

生
み
出
し
ま
し
た
。
黒
澤
は
一
貫
し
て

監
督
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
師
匠

で
あ
る
山
本
嘉
次
郎
の
言
う
、
監
督
に

な
る
に
は
ま
ず
シ
ナ
リ
オ
も
書
け
る
事

が
不
可
欠
と
言
う
教
え
を
も
と
に
、
脚

本
修
業
に
励
み
、
寝
る
間
も
惜
し
ん
で

執
筆
を
続
け
ま
す
。「
７
人
の
侍
」、
を

は
じ
め
と
す
る
脚
本
の
生
成
、
変
更
の

過
程
、
ま
た
他
の
監
督
た
ち
に
提
供
し

た
脚
本
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
未
映
像

化
の
脚
本
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

黒
澤
明
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
、
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
や
そ
れ

以
外
の
多
く
の
文
豪
作
品
か
ら
も
強
く

影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。 

脚
本
は
映
画
の
設
計
図
と
言
わ
れ
て
映

画
製
作
の
全
て
の
基
本
が
含
ま
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
で
製
作

７
０
周
年
の
名
作
「
生
き
る
」、
が
英
国

で
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
脚
本
で
リ
メ

イ
ク
さ
れ
、
日
本
で
も
来
春
に
公
開
さ

れ
る
事
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

脚
本
家
黒
澤
明
。「
世
界
の
黒
澤
」
の 

も
う
一
つ
の
顔
が
見
え
て
き
ま
し
た
。 

  
 
 
 

   

＊ 

泉 

芳
子 

 
「
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
＋
歩
こ
う
会
」
主
催 

の
「
脚
本
家 

黒
澤
明
」
企
画
展
を
鑑

賞
い
た
し
ま
し
た
。
日
本
映
画
１
２
０

年
の
歩
み
が
展
示
さ
れ
日
本
最
古
の
フ

イ
ル
ム
「
紅
葉
狩
」（
柴
田
常
吉
撮
影
）

も
上
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
巨
匠
映
画

監
督 

黒
澤
明
」
の
足
跡
が
克
明
に
明

か
さ
れ
、
特
に
「
７
人
の
侍
」
作
成
時

の
侍
た
ち
の
一
言
の
台
詞
も
外
国
文
学

を
元
に
練
り
に
練
ら
れ
黒
澤
監
督
が
文

学
始
め
、
各
分
野
に
如
何
に
造
詣
深
く

あ
っ
た
が
分
か
り
ま
た
名
も
薄
き
助
監

督
時
代
に
安
宿
に
宿
り
な
が
ら
映
画
へ

の
情
熱
止
ま
ら
ず
、脚
本
を
書
き
続
け
、

ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
他
の
監
督

の
脚
本
を
書
い
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た

と
知
り
大
き
な
感
銘
を
う
け
ま
し
た
。 

＊ 

斉
田 

豊 

練
馬
駅
で
久
し
振
り
に
皆
様
の
お
顔
を

拝
見
し
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
国
立
映

画
ア
ー
カ
イ
ブ
に
行
く
と
、
見
学
す
る

物
が
い
っ
ぱ
い
。
１
２
時
ま
で
さ
す
が

に
少
し
疲
れ
た
が
、
充
実
感
の
あ
る
半

日
で
し
た
。
お
弁
当
の
お
世
話
ま
で
し

て
頂
き
恐
縮
し
ま
し
た
。
企
画
有
り
難

う
御
座
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

＊ 

八
木
ふ
み
子 

「
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
＋
歩
こ
う
会
」
に
参

加
し
て
、
映
画
の
歴
史
、「
映
画
専
門
の

国
立
美
術
館
」
１
８
９
８
年
初
の
日
本

映
画
が
出
来
た
そ
う
で
す
。映
写
機
や
、

映
像
や
写
真
な
ど
、
現
在
ま
で
の
歴
史

を
色
々
と
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

昔
の
女
優
さ
ん
て
す
ご
く
美
人
が
多
か

っ
た
の
で
す
ね
。
又
、
黒
澤
明
は
監
督

も
脚
本
家
と
し
て
も
凄
い
方
だ
っ
た
の

で
す
ね
。
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ロ
ー
ソ
ン
・
ガ

ー
デ
ン
テ
ラ
ス
で
の
ラ
ン
チ
も
面
白
か

っ
た
で
す
ね
。 

＊ 

高
田
健
治 

国
立
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ
展
示
室
、
脚
本

家
、
黒
澤
明
展
黒
澤
明
は
日
本
を
代
表

す
る
世
界
の
黒
澤
と
し
て
、
映
画
監
督

と
し
て
の
名
声
を
得
て
い
ま
す
が
、
脚

本
を
書
く
事
に
も
情
熱
を
持
っ
て
お
り

ま
し
た
。映
画
は
脚
本
、監
督
の
演
出
、

役
者
の
演
技
の
３
本
柱
で
構
成
さ
れ
ま

す
。
黒
澤
は
世
界
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ

ー
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
川
端
康
成
な
ど
か

ら
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
展
示

会
は
彼
の
事
実
の
シ
ナ
リ
オ
の
原
稿
、

写
真
、
ポ
ス
タ
ー
等
、
貴
重
な
資
料
が

黒
澤
作
品
の
専
門
家
の
全
面
的
な
協
力

に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
ま
し
た
。
映
画
は

と
て
も
奥
が
深
く
楽
し
い
で
す
ね
。 

 

＊ 

保
坂
武
雄 

黒
澤
明
の
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
の
発
言
。 

映
画
に
於
け
る
シ
ナ
リ
オ
の
地
位
は
、

米
作
り
に
お
け
る
、
苗
作
り
の
様
な
も

の
と
思
う
。
弱
い
苗
か
ら
豊
か
な
実
り

は
絶
対
に
で
き
な
い
。
次
の
歩
こ
う
会

は
「
羽
田
空
港
」
と
言
う
意
見
が
あ
り

１
月
の
良
き
日
に
計
画
し
た
い
と
思
う
。 

 

＊ 

坂
本
あ
や
子 

「
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
＋
歩
こ
う
会
」
に
参

加
し
ま
し
た
。
黒
澤
明
展
や
、
無
声
映

画
、
古
い
映
画
に
関
す
る
物
が
展
示
さ

れ
て
い
て
、「
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
年
月
」

も
上
映
さ
れ
て
い
て
、
古
き
良
き
時
代

に
触
れ
良
か
っ
た
で
す
。
お
昼
は
東
京

ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
の
景
色
が
良
い
コ

ン
ビ
ニ
で
食
べ
ま
し
た
。
そ
こ
は
若
い

頃
に
片
倉
ビ
ル
で
仕
事
を
し
て
い
た
事

が
あ
り
と
て
も
懐
か
し
か
っ
た
で
す
。 

 



  

4 

 

 

 

● 

こ
ぶ
し
朗
読
の
会
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
本 

均 
・
第
１
２
回 

１
０
月
１
５
日
（
土
） 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

参
加
者
１
０
名 

・
第
１
３
回 
１
１
月
５
日
（
土
） 

コ
コ
ネ
リ
研
修
室 

 

参
加
者
９
名 

 

和
田
先
生
の
指
導
の
下
、
発
声
練
習

を
兼
ね
て
最
初
に
「
外
郎
売
」
を
朗
読

し
、
そ
の
後
に
朗
読
劇
「
あ
ら
し
の
よ

る
に
」
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
発
声

練
習
に
よ
っ
て
声
の
高
低
、
強
弱
や
リ

ズ
ム
感
に
調
子
が
つ
き
、
朗
読
劇
に
す

ん
な
り
と
入
っ
て
い
け
る
気
が
し
ま
す
。 

メ
イ
ン
キ
ャ
ス
ト
と
し
て
登
場
す
る
ヤ

ギ
の
メ
イ
、
オ
オ
カ
ミ
の
ガ
ブ
に
加
え

て
脇
を
固
め
る
ギ
ロ
と
バ
リ
ー
、
ヤ
ギ

の
長
老
と
仲
間
た
ち
の
ほ
か
、
森
の
動

物
た
ち
。
ま
た
状
況
解
説
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
も
、
各
人
各
様
の
個
性
が
出
て
、

組
み
合
わ
せ
の
妙
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

●
今
後
の
予
定 

１
２
月
３
日 

コ
コ
ネ
リ
研
修
室
１
東 

（
１
０
時
～
１
２
時
） 

１
２
月
１
７
日  

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

（
９
時
半
～
１
０
時
半 

後
、懇
話
会
） 

 

   
 

 

● 

読
書
サ
ー
ク
ル
の
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

山
本
稔
子 

第
１
８
回
１
１
月
８
日
、
８
名
の
参
加
。

皆
さ
ん
の
持
ち
寄
る
本
は
小
説
、
エ
ッ

セ
イ
、
各
情
報
誌
だ
け
で
な
く
、
古
本

市
で
見
つ
け
た
と
言
う
珍
し
い
本
を
持

っ
て
こ
ら
れ
る
方
も
あ
り
、
こ
の
会
の

読
み
手
の
奥
深
さ
を
感
じ
ま
す
。 

 

雑
談
の
中
で
… 

 

中
国
で
作
ら
れ
た
魅
惑
の
曜
変
天

目
茶
碗
を
所
蔵
す
る
世
田
谷
の
静
嘉
堂

文
庫
美
術
館
が
、
２
年
前
建
て
替
え
の

為
閉
館
し
、
丸
の
内
の
明
治
生
命
館
に

移
転
。
や
っ
と
１
０
月
か
ら
展
示
が
始

ま
り
ま
し
た
。
世
界
に
３
個
し
か
な
い

こ
の
茶
器
が
す
べ
て
日
本
に
あ
る
（
国

宝
に
な
っ
て
い
ま
す
）
と
い
う
奇
跡
の

よ
う
な
事
実
に
心
が
躍
り
ま
す
。
１
２

月
１
８
日
で
展
示
が
１
度
終
わ
る
由
。 

テ
レ
ビ
の
「
お
宝
発
見
」
の
番
組
で

４
個
目
の
発
見
か
と
大
騒
ぎ
に
な
っ
た

茶
器
が
あ
り
ま
し
た
が
、
結
局
本
物
で

は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
あ

の
模
様
は
偶
然
の
産
物
だ
と
か
。 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
報
告
を
、

こ
の
会
な
ら
で
は
の
形
、
読
ん
で
感
激

し
た
本
に
つ
い
て
の
会
員
の
感
想
文
も

載
せ
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
提
案
も
あ

り
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
形
の
報
告
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

● 

太
極
拳
健
康
体
操 

 
  

 
 
 
 

指
導
者 

丸
山
英
子 

１
０
月
２
８
日(

金)

参
加
者
７
名
で 

実
施
し
ま
し
た
。 

寒
く
、
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

運
動
で
筋
肉
、
血
行
を
よ
く
し
ま
せ
ん

か
。皆
様
の
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

次
回
は
１
２
月
２
３
日(

金)

１
０
時
コ

コ
ネ
リ
研
修
室
２
で
実
施
し
ま
す
。 

 ●

「
や
す
ら
ぎ
会
」 

 

橋
本 

光 

１
０
月
２
８
日
（
金
）
コ
コ
ネ
リ 

切
手
切
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

７
名 

出
席 

     

 

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

◆
ニ
ュ
ー
ス
「
校
正
」
９
名 

１
０
月
２
０
日
｛
木
｝
コ
コ
ネ
リ 

 

内
田 

山
本
｛
均
｝ 

山
﨑 

酒
井 

土
橋 

横
田 

山
本
｛
稔
｝ 

田
中 

丸
山 

◆
ニ
ュ
ー
ス
「
印
刷
、
発
送
」
１
５
名 

１
０
月
２
６
日
｛
水
｝
学
習
セ
ン
タ
ー 

保
坂 

青
木 
内
田 

竹
内 

土
橋 

竹
内
｛
律
｝
丸
山 
橋
本 

柳
瀬 

坂
本 

落
合 

高
山 

八
木 
荒 

内
田｛
ま
｝ 

♪
ま
ゆ
の
会
の
声
♪ 

 
 
 

Ａ
・
Ｓ 

「
秋
ら
し
く
木
の
実
で
作
っ
た
ト
ピ
ア

リ
ー
１
回
目
は
、
皆
ボ
ン
ド
で
つ
け
て

も
思
う
様
に
行
か
ず
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

落
ち
た
り
転
が
っ
た
り
し
て
悪
戦
苦
闘

た
め
息
や
笑
い
声
で
和
気
あ
い
あ
い
、 

今
日
の
ご
飯
は
、
何
に
す
る
？ 

最
後
は
、
木
の
実
も
落
ち
着
き
上
手
に

出
来
写
真
に
お
さ
め
て
ハ
～
イ
ポ
ー
ズ

い
つ
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
す
！
」 

🌸

「
ま
ゆ
の
会
の
部
屋
」 

柳
瀬
紀
子 

い
つ
も
温
か
い
お
声⇒

を
お
寄
せ
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
益
々

頑
張
る
ま
ゆ
の
会
！
１
１
月
は
「
二
刀

流
！
？
」
帯
地
の
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
の
製

作
に
取
り
掛
か
る
一
方
で
、
な
ん
と
練

馬
つ
な
が
る
フ
ェ
ス
タ
（
３
月
に
コ
コ

ネ
リ
で
開
催
）
に
出
品
す
る
作
品
も
同

時
に
手
掛
け
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
始

め
は
少
し
不
安
な
様
子
…
で
も
す
ぐ
に

や
る
気
満
々
な
感
じ
に
シ
フ
ト
。
２
つ

の
課
題
に
嬉
々
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
皆
さ
ん
の
活
気
で
、
部
屋
が
熱
い
！ 

次
回
も
引
き
続
き
二
刀
流
で
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
フ
ァ
イ
ト
♪ 

♪
１
２
月
の
お
知
ら
せ 

日
時 

 

１
２
月
５
日(

月)  

１
時
～ 

会
場 

 

コ
コ
ネ
リ
多
目
的
室
１
＋
２ 

作
品 

 

帯
地
の
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
② 

持
ち
物 

持
ち
帰
っ
た
材
料 

裁
縫
箱 
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《
健
さ
ん
の
試
写
室
便
り
》 

第
１
２
３
回 

 
 

高
田
健
治 

「
あ
の
こ
と
」 

１
９
６
０
年
代
、
中
絶
が
違
法
で
あ
っ

た
フ
ラ
ン
ス
、
ア
ン
ヌ
の
毎
日
は
輝
い

て
い
た
。
貧
し
い
労
働
者
階
級
に
生
ま

れ
た
が
、
と
び
ぬ
け
た
知
性
と
努
力
で

大
学
に
進
学
し
、
未
来
を
約
束
す
る
学

位
に
も
手
が
届
こ
う
と
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
大
切
な
試
験
を
前
に
妊
娠
が
発

覚
し
狼
狽
す
る
、
中
絶
は
重
罪
。
ア
ン

ヌ
は
あ
ら
ゆ
る
解
決
策
に
挑
む
が
・・
。 

 

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
映
画
祭
金
獅
子
賞
。
仏 

 

監
督 

オ
ー
ド
レ
ィ
・
デ
ヴ
ァ
ン 

 

１
２
月
２
日
公
開 

星 

５
つ 

（
注
）
原
作
は
本
年
度
ノ
ー
ベ
ル
文
学

賞
ア
ニ
ー
・
エ
ル
ノ
ー
若
き
日
の
実
体

験
作
「
事
件 ≂evennement≂

」。 

１
０
代
で
妊
娠
、
違
法
な
中
絶
迄
の
体

験
を
詳
述
。
不
平
等
を
考
察
す
る
「
勇

気
と
鋭
さ
」
が
受
賞
理
由
。
一
方
、 

米
連
邦
最
高
裁
は
、
５
０
年
ぶ
り
に
中

絶
権
を
違
憲
と
し
、
論
点
と
な
る
。 

「
泣
い
た
り
、
笑
っ
た
り
」 

バ
カ
ン
ス
を
楽
し
む
た
め
海
辺
の
別
荘

地
に
セ
レ
ブ
な
カ
ス
ト
ロ
家
と
代
々
労

働
者
階
級
の
ベ
タ
ー
ニ
ャ
家
の
家
族
た

ち
が
や
っ
て
着
た
。
価
値
観
も
家
族
観

も
ま
る
で
違
う
二
つ
の
家
族
だ
。
そ
こ

で
カ
ス
ト
ロ
家
の
父
親
ト
ニ
ー
が
ベ
タ

ー
ニ
ャ
家
の
父
親
カ
ル
ロ
と
同
棲
婚
を

す
る
と
い
う
・
・
・
。
双
方
の
家
族
は

大
混
乱
、
対
照
的
な
二
つ
の
家
族
が
繰

り
広
げ
る
再
婚
協
奏
曲
・
・
・
。 

 

 

今
年
最
高
に
ハ
ッ
ピ
ー
、
笑
っ
て
泣

け
る
感
動
作
。 

 
 
 
 

伊 

 

監
督 

シ
モ
ー
ネ
・
ゴ
ー
ダ
ナ
ン 

 

１
２
月
２
日
公
開 

 

星 

４
つ 

「
け
い
こ 

目
を
澄
ま
せ
て
」 

嘘
が
つ
け
ず
愛
想
笑
い
が
苦
手
な
け
い

こ
は
生
ま
れ
つ
き
の
聴
覚
障
害
者
で
両

耳
と
も
聞
こ
え
な
い
。
町
の
一
角
に
あ

る
小
さ
な
ボ
ク
シ
ン
グ
・
ジ
ム
で
日
々

の
鍛
錬
を
続
け
る
。
彼
女
は
プ
ロ
ボ
ク

サ
ー
と
し
て
リ
ン
グ
に
立
ち
続
け
る
。

母
か
ら
何
時
ま
で
続
け
る
つ
も
り
な
の

か
と
心
配
さ
れ
、
言
葉
に
出
来
な
い
思

い
が
心
の
中
に
溜
ま
っ
て
い
く
。「
一
度

お
休
み
し
た
い
で
す
。」と
会
長
あ
て
の

手
紙
を
出
せ
ず
に
い
た
あ
る
日
、
ジ
ム

が
閉
鎖
さ
れ
る
事
を
知
り
、
け
い
こ
の

心
が
動
き
出
す
。 

 

女
子
ボ
ク
シ
ン
グ
シ
ー
ン
が
圧
巻
。

け
い
こ
役
岸
井
ゆ
き
の
が
好
演
。
会

長
役
三
浦
友
和
が
存
在
感
を
出
す
。

世
界
の
映
画
祭
で
絶
賛
。 

 

監
督 

三
浦
唱 

 

１
２
月
１
６
日
公
開 

星 

５
つ 

     
 

                         

       
 

 

    
 

  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

              

◆
は
な
し
の
広
場 

 

私
の
好
き
な
俳
句 

（
野
菜
の
俳
句
）
⑳ 

 
 
 

渡
邊
一
雄 

（
三
遊
亭
大
王
） 

 

 

私
の
「
勝
ど
き
」
に
あ
る
自
宅
で
月
に
数
回
囲
碁
レ
ッ
ス
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
。 

保
坂
武
雄
さ
ん
（
健
生
会
相
談
役
）
は
月
に
一
回
来
ら
れ
て
囲
碁
を
学
び
た
の
し
ん
で
お
ら
れ

る
。
彼
は
い
つ
も
お
土
産
に
自
作
の
野
菜
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
る
。
す
ぐ
サ
ラ
ダ
に
し
て 

ワ
イ
ン
を
飲
み
つ
つ
戴
く
が
、
な
に
せ
取
り
立
て
な
の
で
、
驚
く
程
お
い
し
い
。
良
き
友
人
、 

囲
碁
、
野
菜
に
感
謝
し
て
し
み
じ
み
幸
せ
を
味
わ
う
一
刻
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら 

今
月
は
野
菜
の
名
句
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

① 

摩
天
楼
よ
り
新
緑
が
パ
セ
リ
ほ
ど 

（
鷹
羽
狩
行
） 

（
新
緑
を
パ
セ
リ
と
見
た
と
こ
ろ
が
見
事
で
あ
る
） 

② 

そ
ら
豆
は
ま
こ
と
に
青
き
味
し
た
り 

（
細
見
綾
子
） 

（
そ
ら
豆
を
青
き
味
と
表
現
し
た
の
が
す
ば
ら
し
い
） 

③ 

夜
の
客
に
手
探
り
し
葱
引
い
て
來
し 

（
中
村
汀
女
） 

（
夫
の
つ
れ
て
き
た
夜
の
客
の
為
に
裏
庭
の
葱
を
引
い
て
き
て
酒
の
つ
ま
み
を
作
っ
た
） 

④ 

人
の
世
へ
覚さ

め
て
朝

あ
し
た

の
葱
刻き

ざ

む 
 

（
三
橋
鷹
女
） 

 

（
何
か
変
わ
っ
た
夢
を
見
て
い
た
の
か
な
） 

⑤ 

大
根
の
刻
む
音
の
ふ
と
止
む
何
思
う 

（
加
藤
楸
邨
） 

 

（
大
根
を
刻
む
音
が
止
ま
り
妻
は
何
を
考
え
て
る
の
か
） 

⑥ 

ト
マ
ト
一
顆か

病
人
色
を
彩
り

い
ろ
ど
り

て 

（
清
崎
敏
郎
） 

（
流
動
食
で
約
一
年
病
院
で
過
ご
し
た
私
に
と
っ
て
赤
い
ト
マ
ト
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に 

な
っ
た
時
の
喜
び
は
言
葉
に
表
わ
せ
な
い
。
あ
の
赤
き
色
に 

癒
さ
れ
、
励
ま
さ
れ
た
） 

⑦ 

初
生な

り
の
紫
紺
か
し
こ
き
茄
子

な
す
び

か
な 

（
日
野
草
城
） 

（
紫
の
つ
や
が
輝
く
初
生
り
の
茄
子
の
魅
力
） 

⑧ 

夫
愛
す
ほ
う
れ
ん
草
の
紅
愛
す 

（
ほ
う
れ
ん
草
と
夫
の
関
係
を
読
者
に
想
像
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
俳
句
ら
し
い
） 

⑨ 

亡
き
妻
の
茄
子
の
煮
物
を
作
り
か
ね 

（
大
王
） 

（
亡
妻
の
茄
子
の
煮
物
は
特
に
美
味
で
、
何
度
も
挑
戦
し
て
み
る
が
ど
う
し
て
も
出
来
な
い
） 

⑩ 

洗
い
上
げ
白
菜
も
妻
も
か
が
や
け
り 

（
能
村
登
四
郎
） 

（
白
菜
の
白
さ
も
台
所
に
立
つ
妻
も
愛
し
く
思
い
出
さ
れ
る
） 
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話
の
ひ
ろ
ば 

  

犬
と
暮
ら
し
た
日
々 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
野
み
ず
江 

 

今
年
二
月
に
愛
犬
を
亡
く
し
た
。
喪

失
感
で
眠
れ
ぬ
夜
が
続
い
た
。 

「
ど
ん
な
に
泣
い
て
も
死
ん
だ
犬
は
帰

っ
て
は
こ
な
い
！
」
と
諦
め
心
に
蓋
を

し
た
。 

そ
れ
か
ら
半
年
を
経
て
漸
く
思
い
出
を

語
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。 

先
代
犬
を
見
送
っ
た
後
、
又
犬
が
欲
し

く
て
時
々
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
覗
い
て

い
た
。
あ
る
日
偶
然
覗
い
た
店
に
先
代

に
そ
っ
く
り
の
柴
犬
を
見
つ
け
た
。
そ

の
子
は
い
わ
ゆ
る(

売
れ
残
り)

で
生
後

四
ヶ
月
、
も
う
コ
ロ
コ
ロ
の
可
愛
い
盛

り
を
過
ぎ
鼻
筋
も
通
っ
て
い
た
。
そ
れ

故
に
余
計
心
惹
か
れ
飼
う
こ
と
に
決
め

た
。
い
ざ
家
に
連
れ
て
帰
り
今
夜
は
鳴

く
と
覚
悟
し
た
が
ワ
ン
と
も
キ
ャ
ン
と

も
鳴
か
ず
、
上
目
遣
い
の
白
目
で
人
を

じ
っ
と
み
て
い
る
変
な
犬
だ
っ
た
。
お

か
し
な
子
を
飼
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
後
悔
し
た
。 

 

番
犬
と
し
て
も
期
待
し
て
い
た
の
に

誰
が
来
て
も
吠
え
る
事
は
な
か
っ
た
。

散
歩
も
ご
飯
の
催
促
も
し
な
か
っ
た
。 

獣
医
さ
ん
に
「
都
会
で
飼
う
に
は
良
い

よ
」
と
言
わ
れ
た
。 

柴
距
離
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
は
い
た

が
何
だ
か
寂
し
い
気
が
し
た
。
日
本
犬

は
特
に
最
初
の
飼
い
主
を
忘
れ
な
い
と

い
う
。
四
ヶ
月
迄
い
た
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
の
人
を
忘
れ
ら
れ
な
い
の
か
と
考
え

た
。 

 

公
園
で
散
歩
す
る
よ
う
に
な
る
と
沢

山
の
犬
見
知
り(

顔
見
知
り)

が
出
来
た
。 

○
○
ち
ゃ
ん
マ
マ
と
犬
の
名
前
で
お
互

い
を
呼
び
合
っ
た
。
家
は
子
供
が(

サ
ー

ナ)
と
い
う
可
愛
い
名
前
を
付
け
て
く

れ
て
い
た
の
で
私
は「
サ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
あ
る
日
「
何
処
か

旅
行
に
行
き
た
い
ね
～
」
と
い
う
話
に

な
っ
た
。
５
人
で
京
都
に
行
こ
う
と
話

が
ト
ン
ト
ン
と
ま
と
ま
っ
た
。 

そ
こ
で
改
め
て
お
互
い
の
名
前
を
名
乗

り
あ
っ
た
。「
よ
く
知
ら
な
い
人
と
旅
行

に
行
く
ね
」
と
夫
に
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
た

が
、
毎
日
顔
を
合
わ
せ
て
散
歩
し
て
い

た
ら
旧
知
の
仲
の
様
で
「
動
物
好
き
は

皆
い
い
人
達
ば
か
り
だ
よ
！
」
と 

旅
行
は
楽
し
い
も
の
に
な
っ
た
。 

 

私
の
五
十
台
後
半
か
ら
十
五
年
の
間

に
子
供
達
は
皆
独
立
し
て
夫
婦
二
人
と

ワ
ン
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
癒
し

の
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
な
り
生
活

を
豊
か
な
張
り
の
あ
る
も
の
に
し
て
く

れ
て
い
た
。 

い
つ
も
距
離
を
置
い
て
い
る
よ
う
な
子

で
獣
医
さ
ん
か
ら
「
こ
の
子
は
愛
情
表

現
が
下
手
な
の
だ
よ
！
」
と
言
わ
れ
て

も
い
た
。 

晩
年
に
な
り
漸
く
私
の
足
元
に
す
り
寄

っ
て
甘
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
の
言
う
事
は
何
で
も
き
く
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。 

 

あ
の
ま
ま
売
れ
残
っ
て
い
た
ら
処
分

さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。「
う
ち
の
子
に

な
れ
て
良
か
っ
た
ね
」
と
犬
助
け
を
し

た
よ
う
な
気
で
い
た
。
今
考
え
て
み
る

と
助
け
ら
れ
て
い
た
の
は
私
の
方
だ
っ

た
の
だ
。 

「
こ
ん
な
に
寒
い
日
は
犬
が
い
な
か
っ

た
ら
絶
対
に
散
歩
な
ど
し
な
い
ね
」
と

犬
友
と
お
喋
り
し
な
が
ら
の
散
歩
は
私

の
良
き
運
動
に
な
っ
て
い
た
。 

顔
が
会
え
ば
話
が
出
来
る
犬
友
、
そ
ん

な
沢
山
の
縁
を
繋
い
で
く
れ
て
い
た
の

だ
っ
た
。 

 

ま
る
で
眠
っ
て
い
る
よ
う
な
、
呼
べ

ば
起
き
る
様
な
安
ら
か
な
穏
や
か
な
顔

を
し
て
い
た
。 

別
れ
は
悲
し
く
辛
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ

の
顔
を
見
て
安
心
し
自
ら
を
慰
め
た
。 

「
私
の
所
に
来
て
く
れ
て
有
り
難
う
！

う
ち
の
子
に
な
っ
て
く
れ
て
良
か
っ
た
」

と
。 

 

話
の
ひ
ろ
ば 

 

「
誕
生
日
の
朝
」
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斉
田 

豊 

 

昭
和
１
５
年
の
頃
の
こ
と
で
す
。 

母
は
毎
年
私
の
誕
生
日
に
赤
飯
を
、
炊

い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
重
箱
に
入

れ
る
と
、
我
が
家
の
両
隣
り
に
持
っ
て

い
く
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
友

だ
ち
で
あ
る
右
隣
の
町
子
ち
ゃ
ん
の
家

へ
行
く
と
、
町
子
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん

は
、
そ
れ
を
別
の
器
に
移
し
、
お
移
り

の
半
紙
を
重
箱
に
入
れ
、
蓋
を
し
な
が

ら
、「
お
め
で
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
母
に
重
箱
を
渡
す
と
、
再
び
、

赤
飯
を
入
れ
、
左
隣
の
梅
沢
さ
ん
の
家

へ
持
っ
て
い
く
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
別
の
器
に
移
す
と
、
マ
ッ
チ

か
つ
け
木
を
い
れ
、「
お
め
で
と
う
」
と

返
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
業
は
、

昭
和
１
８
年
、
私
が
学
童
疎
開
す
る
ま

で
続
き
ま
し
た
。
母
の
企
画
し
た
こ
の

行
事
、
も
し
名
付
け
る
と
し
た
ら
「
プ

チ
誕
生
日
」と
で
も
い
い
ま
し
ょ
う
か
。 

な
つ
か
し
い
思
い
出
で
す
。
ち
な
み
に

私
は
今
年
米
寿
を
迎
え
、
弟
夫
婦
、
姪

夫
婦
、
そ
れ
ぞ
れ
に
祝
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
母
よ
り
も
長
生
き
し
た
私
を
、

母
は
何
と
言
う
で
し
ょ
う
か
？ 
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「
小
さ
な
花
束
」
２ 

 
 

斉
田 

豊 
私
は
昭
和
１
６
年
に
小
学
校
に
入
学
い

た
し
ま
し
た
。
あ
る
朝
、
学
校
に
出
掛

け
る
時
、
母
か
ら
小
銭
を
渡
さ
れ
、

「
森
山
さ
ん
（
花
屋
の
名
）
で
『
学
校

の
花
』
を
買
っ
て
、
学
校
に
も
っ
て
い

き
な
さ
い
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
森

山
さ
ん
で
、「
学
校
の
花
」
と
言
う

と
、
数
本
の
花
を
束
ね
て
、
渡
し
て
く

れ
ま
し
た
。
学
校
ま
で
ほ
ん
の
数
分
の

道
の
り
で
し
た
が
、
そ
の
花
を
持
っ
て

い
る
と
、
と
て
も
ほ
が
ら
か
な
気
分
ち

に
な
り
、
先
生
に
差
し
出
す
と
、
先
生

は
花
瓶
に
入
れ
、
教
室
に
飾
ら
れ
ま
し

た
。
私
は
何
故
か
一
日
中
上
機
嫌
で
し

た
。
母
が
一
緒
に
教
室
に
来
て
、
私
の

様
子
を
見
守
っ
て
い
て
く
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
五
十
人
近
く
の
知

ら
な
い
人
達
の
中
に
い
る
と
、
不
安
な

気
持
ち
を
抱
い
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。 

         

● 

ス
マ
ホ
倶
楽
部
発
足
の
お
知
ら
せ 

ス
マ
ホ
ク
ラ
ブ
は
健
生
会
の
皆
さ
ん
が

ス
マ
ホ
を
楽
し
く
使
え
る
よ
う
に
、
と

い
う
目
的
で
作
ら
れ
ま
し
た
。 

日
時 

１
２
月
１
０
日
（
土
） 

１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０ 

場
所 

コ
コ
ネ
リ 

研
修
室
２
（
西
） 

内
容  

今
回
は
１
回
目
で
す
が
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ 

、
メ
ー
ル
、
電
話
な

ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
行
い
ま
す
。
そ
の

後
、
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
相
談
も

行
い
ま
す
。
以
降
は
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味

ど
き
」
の
ス
マ
ホ
講
座
を
ベ
ー
ス
と
し

て
お
こ
な
っ
て
行
く
予
定
で
す
。
ス
マ

ホ
が
使
え
る
人
は
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

● 

例
会
の
ご
案
内 

「
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
楽
し
い
シ
ニ
ア
生

活
」 

日
時 

２
０
２
３
年
１
月
２
１
日
（
土

１
３
：
３
０
～
１
５
：
３
０ 

場
所 

コ
コ
ネ
リ
研
修
室
１ 

内
容 

シ
ニ
ア
生
活
を
楽
し
く
過
ご
す

た
め
に
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
楽
し
み
を
紹

介
し
ま
す
。 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
使
い
方
。地
図
の
利
用
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
ス
マ
ホ
が

使
え
る
人
は
持
参
く
だ
さ
い
。 

☎ 

０
８
０
・３
０
９
７
・０
３
５
７  

横
田 

 

１
１
月
「
役
員
会
」
報
告 

１
１
月
３
日
（
木
）
１
０
時
～
１
２
時 

 

コ
コ
ネ
リ
研
修
室
３  

八
名 

出
席
者 

保
坂
、
山
本
、
竹
内
、
土
橋
、

竹
内
（
律
）、
山
本
（
稔
）、

田
中
、
酒
井 （

司
会 

山
本
） 

１
、
１
０
月
活
動
報
告 

「
シ
ネ
マ
ク

ラ
ブ
＋
歩
こ
う
会
」
国
立
映
画
ア
ー

カ
イ
ブ
見
学
と
映
画
鑑
賞 

な
ど
、 

 

各
行
事
と
も
予
定
ど
お
り
開
催 

２
、
１
１
月
活
動
予
定 

１
１
月
号
６

頁
「
行
事
案
内
」
の
と
お
り
。 

３
、
１
２
月
号
ニ
ュ
ー
ス
関
係 

 

内
容
と
分
担
の
確
認 

巻
頭
言
は
山
﨑
役
員
が
担
当 

４
、
１
２
月
、
１
月
行
事
予
定 

 

１
２
月
１
５
日 

例
会 

 

「
日
々
の
健
康
に
つ
い
て
」 

 
 

講
師
：
尾
崎
看
護
師 

１
２
月
１
７
日 

大
江
戸
花
め
ぐ
り 

１
２
月
２
８
日 

印
刷
・
発
送
後
、

慰
労
会 

 
１
月
２
１
日 

例
会 

 
「
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
新
し
い
シ
ニ
ア 

 
 

生
活
」 

 
 

講
師
：
横
田
役
員 

 

な
お
、
新
年
会
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
を
見
な
が
ら
開
催

の
可
否
を
検
討
す
る
。 

５
、２
０
２
３
年
３
月
４
日
練
馬
区「
つ

な
が
る
フ
ェ
ス
タ
」
へ
の
参
加 

 

ま
ゆ
の
会 

出
店
予
定 

６
、
２
０
２
３
年
３
月
２
３
日
「
家
族

で
バ
ン
ザ
イ
・
み
ん
な
の
ぶ
ん
か
さ

い
」
進
捗
状
況 

 

延
期
と
な
っ
た
本
年
８
月
の
プ
ラ
グ

ラ
ム
と
ほ
ぼ
同
内
容
に
て
計
画
を

進
め
る
。 

７
、
新
規
サ
ー
ク
ル
立
ち
上
げ 

① 

「
世
界
遺
産
ク
ラ
ブ
」 

人
類
共
通
の
宝
物
で
あ
る
世
界

遺
産
お
よ
び
そ
の
国
の
歴
史
、

文
化
、
自
然
、
地
理
を
知
る
。 

担
当 

酒
井
喜
嗣
会
員 

② 

「
ス
マ
ホ
ク
ラ
ブ
」 

ス
マ
ホ
操
作
で
困
っ
て
い
る
こ

と
の
相
談
、
テ
ー
マ
を
体
験
し 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
ど
き
っ
！ 

を
参

考
に
折
々
の
ト
ピ
ッ
ク
を
体
験

す
る
。
初
回
は
１
２
月
１
０
日 

 

担
当 

横
田
役
員 

●
次
回
役
員
会
：
１
２
月
１
日
（
木
） 

コ
コ
ネ
リ
多
目
的
室 

１
０
時 

＊
校
正
：
１
２
月
２
２
日
（
木
） 

 

コ
コ
ネ
リ
研
修
室
５ 

１
０
時 

 

 
 
 
 
 
 
 

報
告 

山
本 

  

 

 

 

 

話のひろば投稿先メールアドレス 

kenseikai-news 

@kuniyokota.sakura.ne.jp 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.sai-create.com/_img/clipart/2009/cli_1208.jpg&imgrefurl=http://www.sai-create.com/clipart/2009/1208.html&docid=VOekGg5tDNbzRM&tbnid=PKuTl9_mGapocM:&vet=12ahUKEwjj-YTznfDeAhUEwbwKHW1UB2A4ZBAzKF8wX3oECAEQYQ..i&w=250&h=250&hl=ja&bih=570&biw=1046&q=%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%9E%E3%82%B9%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%BC%E3%83%B3%E3%83%88%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88 %E7%84%A1%E6%96%99&ved=2ahUKEwjj-YTznfDeAhUEwbwKHW1UB2A4ZBAzKF8wX3oECAEQYQ&iact=mrc&uact=8
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２０２２年（令和４年度） １２月 行 事 案 内 

▼  １日（木）１０：００「役員会」ココリ多目的室１＋２ 

▼  ３日（土）１０：００「こぶし朗読の会」ココネリ研修室1-東 

▼  ５日（月）１３：００「まゆの会」ココネリ多目的室１＋２  

▼  ７日（水）１０：００「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼ １０日（土）１０：００「スマホクラブ」ココネリ研修室２西 

▼ １３日（火）１０；００「読書サロン」ココネリ多目的室１ 

▼ １５日（木）１０：００「例会」ココネリ・研修室２ ※詳細は同封チラシ参照  

▼ １７日（土） ９：００「大江戸花めぐり」練馬駅大江戸線改札口集合 

▼ １７日（土） ９：３０「こぶし朗読の会」生涯学習センター視聴覚室、★終了後懇話会  

▼ ２１日（水）１３：３０「シルバー・コーラス」生涯学習センター  

▼ ２２日（木）１０：００「校正」ココネリ・研修室５  

▼ ２３日（金）１０：００「太極拳健康体操」ココネリ・研修室２ 

▼ ２３日（金）１３：００「やすらぎ会」ココネリ・研修室２  

▼ ２８日（水）１０：００「印刷・発送」生涯学習センター会議室１＋２、★終了後慰労会  

▼ ※「きららカレー作り」「おしめたたみ」「囲碁講座」はお休みです。 

～・～・大 江戸花めぐり・～・～ 
  「丸の内２０２２年クリスマスデコレーションを楽しむ」  

▼日時 ：１２月１７日（土）  

▼集合場所：練馬駅大江戸線改札口 ９時 集合  

※三田線・日比谷駅（ 東京国際フォーラム方面改札出口） 

で市川先生と１０時に合流。  

▼参加費：３、５００円 

▼食事：和食予定  

▼申込先： 土橋 ０３－３９７０‐３４５１  

当日連絡先 保坂 ０９０－９８３３－８８１５  

▼申込締切：１２月 １０日（土）  

▼当日持参するもの：封筒に参加費を入れ郵便番号・住所・ 氏名 ・電話

番号を記入 して お持ち下さい。 クリアファイル有る方は持参下さい。 

＜＜ 例会 ＞＞ 

日時 １２月１５日（木） 

場所 ココネリ３階 研修室２  

時間 午前１０時～１２時  

講師 尾崎幹子看護師  

テーマ「日々の健康を考える」  

定員 予約にて先着５０名  

申込先  

・竹内 

０９０―９６４７―０７１０  

・土橋 

０３－３９７０‐３４５１ 

※チラシ参照 

編 

集 

後 

記 

今
年
も
残
す
こ
と
１
か
月
と
な
り
ま
し
た
。 

買
い
物
の
途
中
、
よ
そ
の
庭
な
ど
で
、
夏
み
か
ん
、

ゆ
ず
、
み
か
ん
、
レ
モ
ン
、
カ
リ
ン
、
等
、
実
っ
て

い
る
の
を
見
か
け
季
節
感
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

又
、
今
年
も
大
江
戸
花
め
ぐ
り
で
は
綺
麗
な
ク
リ
ス

マ
ス
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ツ
リ
ー
を
観
に
行
き
ま
す
の

で
皆
様
も
参
加
な
さ
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
！ 

 

１
ｐ
の
巻
頭
言
で
は
山
﨑
役
員
が
「
健
康
感
を
大

切
に
」
と
題
し
て
素
晴
ら
し
い
日
常
生
活
を
語
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
参
考
に
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

又
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
＋
歩
こ
う
会
、
共
同
で
開
催
を
試

み
、
参
加
さ
れ
た
全
員
の
感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
高
田
氏
も
映
画
は
奥
が
深
く
て
楽
し
い
と
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。
毎
月
寄
稿
さ
れ
る
、
大
王
さ

ま
の
俳
句
、
今
回
は
珍
し
い
「
野
菜
の
俳
句
」
が
届
き

ま
し
た
。
詠
ん
で
い
て
楽
し
い
で
す
！
又
保
坂
役
員

は
渡
邉
先
生
の
自
宅
に
自
作
の
野
菜
を
持
参
し
て
酒

の
肴
に
し
な
が
ら
囲
碁
を
楽
し
む
！
粋
な
こ
と
を
し

ま
す
ね
・
・
・
話
の
ひ
ろ
ば
の
原
稿
も
会
員
の
方
か
ら

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
犬
と
人
間
と
の
生
活
が
楽
し
く

書
か
れ
て
い
ま
す
。
読
ん
で
私
も
生
ま
れ
て
１
か
月

の
赤
ち
ゃ
ん
犬
を
飼
い
共
に
楽
し
み
子
供
同
然
に
可

愛
い
が
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
台
所
に
い
れ

ば
い
つ
も
後
ろ
に
き
て
炊
事
が
終
わ
る
ま
で
待
っ
て

い
て
く
れ
ま
し
た
。
又
斎
田
様
の
文
章
は
昔
の
近
所

付
き
合
い
の
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
情
景
が
浮
か
ん
で

き
ま
す
。
そ
れ
と
今
月
は
紙
面
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
例
会
と
ス
マ
ホ
ク
ラ
ブ
に
是
非
お
出
か
け
下
さ

い
。
又
、
令
和
５
年
（
兎
年
）
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
も
沈

静
化
し
て
健
生
会
の
例
会
活
動
も
活
発
に
出
来
る
様

に
お
祈
り
し
つ
つ
迎
え
ま
し
ょ
う
。 

 

Ｃ
・
Ｕ 

た
い
も
の
で
す 

 

 
 

  


